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彙　報

相愛大学総合研究センター研究プロジェクト活動報告

　相愛大学総合研究センターでは、2012年度　　し、万葉集を和歌のいわば聖典と位置づけて以

より学内の様々な分野の教員の専門的知識を活　　来、日本文学史上、万葉集は特別な位置を与え

用し、また教員間の交流を活性化することを目　　られることになったとする日本文学史（「国文

的に、共同研究を発足した。その最初のプロジ　　学史」）の通説を、批判的に再検証するという

エクトとして、「日本における諸学問の近代史」　趣旨であった。西洋（とりわけイギリス）の文

と題された共同研究を行ってきた。同共同研究　　学史というディシプリンを参照し出発した「国

は、各年度5回の研究会を中心に進められ、今　文学史」であったが、その草創期に提起された

年度で終了した。　　　　　　　　　　　　　　正岡子規のパースペクティヴは、その後の国文

　「日本における諸学問の近代史」研究会は、　学史の学説に影響を与えたとされてきた。しか

日本近代における様々な学問領域の展開を、単　　し、1890年前後に遡る「日本文学史」や「国

なる学説史として整理するのではなく、学際的　　文学史」などと題された本を再検討すると、す

に再構成することを通じて日本近代の一断面を　　でに正岡子規以前から万葉集を聖典と位置づけ

把握するとともに、学問が日本近代の社会にお　　る見解が見られることが明らかにされた。そこ

いて演じてきた役割を再検証することを目的と　　で、では何故、万葉集が聖典化されたのかが問

した。同研究会は学内の教員を主要なメンバー　　われ、草創期の国文学史研究者の多くが帝国大

としたが、学外からも講師を招聰し、また学内　　学などで国学者から教育を受けていること、国

外を問わず参加者を募り、開かれた共同研究と　　学では万葉集が特権的位置を占めていることな

して開催された。その成果は、各年度末に公開　　どに焦点が合わされ、万葉集の聖典化の背景に

講座において紹介し、さらに来年度にあらため　　は国学の影響があるのではないかとの仮説が提

て公刊する予定であるが、ここに第11回から　　示された。

第15回までの研究会の概要を報告する。各回　　　報告後には質疑応答が行われ、和歌の実作者

の概要は以下の通りである。　　　　　　　　　と国文学史研究者との認識のズレ、近代化とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ての国文学史の誕生と民族的「起源」としての

第11回　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代への遡行との関係性、秩序の再創造として

報告者：千葉真也　　　　　　　　　　　　　　の近代化とその準拠としての「起源」との関係

　　　　（相愛大学共通教育センター教授）　　　性などについて討議され、近世と近代との知的

テーマ：国文学史の誕生　　　　　　　　　　　断絶や古代への遡行としての近代化といった問

日　時：2014年5月20日　（火）　　　　　　　　題について再検証する必要性が確認された。

　　　　午後5時～午後7時30分

場所：相愛大学6号館234号室　　　　　　第12回

参加者：9名　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：佐々木隆晃

　千葉真也氏による報告は、正岡子規『歌よみ　　　　　　（相愛大学人文学部准教授）

に与ふる書』（1898年）が古今和歌集を批判　　テーマ：浄土真宗における聖典の歴史と意義
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日　時：2014年6月17日（火）　　　　　　第13回

　　　　午後5時～午後7時30分　　　　　　報告者：長谷川精一

場所：相愛大学6号館234号室　　　　　　　　 （相愛大学共通教育センター教授）

参加者：9名　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマ：言語教育の比較史的視角から見た〈沖

　佐々木隆晃氏による報告は、浄土真宗におけ　　　　　　縄方言（地域言語）、日本語（国語）、

る聖典、すなわち「聖教」の歴史を振り返りな　　　　　　英語（国際語）〉

がら、それぞれのテクストがいかにして「聖　　日　時：2014年9月16日（火）

教」のステイタスを得るに至ったかという問題　　　　　　午後5時～午後7時30分

に注目することで、その意義を明らかにすると　場所：相愛大学本部会議室

いう趣旨であった。「聖教」の制度化は、教団　　参加者：8名

の核となるテクストを広く社会に公開すること　　　長谷川精一氏による報告は、言語教育におけ

を通じて、教団の理念を鮮明にすることを意味　　る地域言語、国語（国家語）、国際語の位置づ

し、そのことはとりわけ、明治以降、国に先駆　　け・関係性の歴史的変遷について考察し、さら

け近代的な制度を導入してきた浄土真宗本願寺　　に近年の英語公用語論に一石を投じるという趣

派にとって、公開性という近代的組織原理の整　　旨であった。その際、地域言語として注目され

備にどのように関わるのかを、言い換えれば、　たのが沖縄方言であり、国際語として取り上げ

近世以前と近代との連続性の問題を問うことを　　られたのが英語であった。沖縄県設置（1879

意味する。例えば、「教行信証』は親鷲自身の　　年）以来、沖縄では日本語教育が強制された

手によって、成立後間もない頃から、選ばれた　　が、国民国家体制の安定化と資本主義経済の定

門弟に授与された。また、「和語聖教」や書写　　着とともに、沖縄では日本語が一種の文化資本

された「聖教」は多くの門弟に贈られており、　　と考えられ、積極的に標準語励行運動が展開さ

さらにその後の門主もまた「聖教」を門弟・門　　れるにいたった。その背景となったのは、日本

徒に授与し、教団の理念を明らかにするよう努　　語を頂点として、沖縄語、奄美語、国頭語、宮

めた。さらに江戸時代には、書店が「教行信　　古語などの諸言語の階層秩序が存在するという

証』を刊行したのを機に、本願寺は自ら「聖　　認識であった。しかし、沖縄方言を解さない世

教」を刊本によって公開するに至った。こうし　　代が増えると、むしろ地域言語を尊重する運動

た歴史が、聖典の公開性の保障に寄与したとの　　が始まる（1970年代）。さらに、1990年代には

仮説が提示された。　　　　　　　　　　　　　　中央政府が「郷土愛」の育成を通じて「愛国

　報告後には、テクストの書写と授与などの慣　　心」を酒養するという観点から、方言尊重を主

習が歌学にも見られたことから中世文化として　　張することになる。一方、国際語としての英語

の共通性や、江戸期の書店と本願寺との関係　　教育は、森有礼が英語採用論を主張して以来、

性、刊本の流布による「聖教」の権威の変化、　近年の英語公用語論にいたるまで、その必要性

刊本化に際してのテクストの扱われ方、とりわ　　が度々繰り返し唱えられてきたが、それは国家

け考証学・文献学的対象化の問題などにつき討　　語と地域言語との関係性の問題と無縁ではな

議され、聖典の問題を通じて近世・近代の連続　　く、政治的な英語教育論は、実際には、英語を

性・断絶を探求する可能性が確認された。　　　　頂点とし地域言語を底辺とする言語の階層秩序
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を前提としているという視点が提示された。　　　ものではなく、ビタミンの発見という大きな成

　報告後には質疑応答が行われ、方言尊重論の　　果を生むことになる。そこから、栄養学は学知

背景や、アイデンティティとしての言語論、英　　として固有の地位を確立することになった。

語＝国際語論の背景、さらには標準語励行運動　　　報告後には質疑応答が行われ、日本と西洋に

の具体的内実などについて討議され、地域言語　　おける栄養学的研究の相違、栄養学の体系化の

論を単に国家と地域との関係においてのみ検討　　経緯、日本における草創期の栄養学的研究の学

するのではなく、西洋による国際秩序の構築以　　閥争い、国策として栄養学的研究が推進された

来のグローバル秩序における言語教育という観　　にもかかわらず高等教育機関ではなく軍隊に担

点から、国際語論をも視野に入れた言語の階層　　われた理由、ドイッ医学とイギリス医学という

秩序の問題として再構成する必要性が確認され　　日本における対立構図とその功罪などについて

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　討議され、日本における学問の近代を、単に西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋の学問の受容としてのみ考察するのではな

第14回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、非西洋の近代化固有の現象をも視野に入れ

報告者：太田美穂　　　　　　　　　　　　　　　ることで、近代の世界的展開を西洋と非西洋と

　　　　（相愛大学人間発達学部教授）　　　　　　のユニラテラルな関係として理解する短絡を克

テーマ：食の近代化と栄養学　　　　　　　　　服する可能性が確認された。

日　時：2014年10月21日（火）

　　　　午後5時～午後7時30分　　　　　　第15回

場　所：相愛大学6号館234号室　　　　　　　　報告者：新屋千樹（都市再生機構事業戦略室特

参加者：17名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定戦略チームリーダー）

　太田美穂氏の報告は、栄養学の対象領域を画　　テーマ：近代日本における都市計画の歩み

定したうえで、この対象領域の歴史や語源に遡　　日　時：2014年11月18日（火）

り、日本における栄養学の成立と草創期の展開　　　　　午後5時～午後7時30分

を検証する趣旨であった。すなわち、18世紀　　場　所：相愛大学6号館234号室

に化学の一分野として誕生し、その後、栄養素　　参加者：8名

の発見とともに化学と医学にわたって研究領域　　　新屋千樹氏の報告は、まず明治初期以来の日

が確定されたが、日本ではまず、19世紀後半　　本における都市計画の歴史を概観したうえで、

に「富国強兵」のための日本人の体位向上の観　　日本の都市景観の現状をヨーロッパのそれと比

点から西洋食奨励とともに、栄養学的研究が受　　較しつつ、歴史的に考察するという趣旨であっ

容された。その意味で、日本では、政治的関心　　た。近代日本の都市計画は、欧化政策の一環と

と密接に関係して栄養学的研究が確立されたの　　しての「銀座煉瓦街計画」に始まり、その後反

だが、この研究が大きく飛躍する契機となった　　動期をはさみながらも、とりわけ西洋諸国との

のが、日清・日露戦争期の軍隊における脚気の　　間の不平等条約改正を目的とした西洋的な都市

撲滅のために研究だった。この研究は、その間　　計画へと展開するが、明治憲法体制が確立さ

題関心のために陸軍・海軍によって担われるこ　　れ、日本における産業革命が始まった1890年

とになったが、それは単に政治的目的に資する　　前後には、急激な都市化に対応するため機能的
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な都市像が追求され、上下水道や鉄道が整備さ　　定的な要因として公共性の観念の欠如や「私空

れる。大正期に入ると都市拡大の必要性から、　間志向」が指摘された。

旧都市計画法による区画整理、道路・公園建設　　　報告後には質疑応答が行われ、アジアの都市

が進められ、さらに関東大震災後の復興として　　との差異、都市景観における美の観念、内／外

大幅な改造も行われる。しかし、高度成長後、　観念をめぐる西洋との差異、東日本大震災後の

スプロール現象に対応する必要性から新都市計　　復興計画の現状、公共性観念をめぐる西洋との

画法のもと再整備が行われ、現在に至った。こ　　差異などについて討議され、日本における都市

うして西洋化、機能化、拡大、再整備の歴史を　　景観の歴史的な再検証に基づいた公共空間の再

辿ってきた日本の都市だが、西洋化の時代のみ　　構築の必要性と可能性が確認された。

ならず、度々、西洋の諸都市をモデルとした計

画のもと整備されてきたにもかかわらず、無秩　　　　　　　　　　　　　　（文責：嘉戸一将）

序な景観を帯びることになった。その差異の決
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相愛大学　主催

食と防災シンポジウム2014

「備えてまっか～1まさかの時の食皿」

係者等

4，主催

相愛大学、大阪府、農林水産省近畿農政局大

阪地域センター、大阪青山大学、（公社）大

阪府栄養士会

5，後援

　9月の「防災月間」に食と防災の視点から、　　健康おおさか21・食育推進企業団、大阪府

自助（個人）・共助（地域や大学など）・公助　　　食生活改善推進連絡協議会、大阪市食生活改

（行政、病院）の必要性の理解を深めるために　　　善推進連絡協議会

シンポジウムを実施した。今回のシンポジウム　　6，協賛

は、「地域との共助」をメインテーマとした内　　　大塚製薬株式会社大阪支店、大阪府焼菓子工

容で、一昨年、昨年に引き続き3回目の実施と　　　業組合

なる。災害から個人や家族、地域を守るために　　7．開催内容

は、私たち一人一人が災害への認識を深め、備　　1）開会挨拶

えを強化する事が重要である。それぞれの立場　　　　大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課

で日頃の備えを見直し具体的な取り組みが実践　　　　　　　　　　　　　参事　山形三津留氏

できるように、大阪府民、食の専門家ならびに　　2）講演（13：30～14：20）

大学生を対象にシンポジウムを企画している。　　　「災害に備えること　地域との共助を考え

大学は共助の立場からも広く地域との連携・支　　　　る」

援を考えていくことが重要であり、また、シン　　　　関西大学社会安全学部准授

ポジウム当日、東北大震災での支援活動に使用　　　　　　　　　　　　　　　　　越山　健治氏

された「JDA－DAT』が相愛学園の園内に展示　　3）パネルデイスカッション（14：30～16：10）

され参加者の注目を浴びた。本学人間発達学部　　　テーマ「地域との共助を考える」

発達栄養学科は昨年に引き続き「若い世代に伝　　〈パネリスト〉

えたい1食と防災』をテーマに展示発表を行っ　　・関西防災デー「広がれ1みんなの安全・安

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心Uの取り組みについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西大学　高槻ミューズキャンパスグルー

1．開催時期（日時）　　　　　　　　　　プ長　　　　　　　奥田昌治氏

　平成26年9月8日（月）　　　　　　　　　　　・地域に貢献する日本栄養士会　JDA－DAT

　l3時20分～16時10分　　　　　　　　　　　兵庫県立がんセンター栄養管理部次長兼栄

2，開催場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養管理課長　　　　　　　下浦　佳之氏

　相愛学園本町学舎講堂　　　　　　　　　　　　・子育て世代の減災対策

3．参加者の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　相愛大学客員教授、農林水産技術会議委員

　参加者数：413名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂本　廣子氏

　内訳：一般府民、食生活改善推進員、大阪府　　〈コメンテーター〉

　・市町村等行政関係者、学生、食品企業等関　　　　大阪青山大学健康科学部教授、（公社）大
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　　阪府栄養士会会長　　　　　藤原　政嘉氏　　10．アンケートの実施と回答

〈コーディネーター〉　　　　　　　　　　　　　・同収率は75．3％（311名）であった。

　　相愛大学人間発達学部教授、相愛大学総合　　　アンケート回答内容については後述する。

　　研究センター長　　　　　　太田　美穂

　4）閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　匝垂司

　　農林水産省近畿農政局大阪地域センター長　　　「災害に備えること　地域との共助を考える」

　　　　　　　　　　　　　池内　　豊氏

司会進行：大阪府茨木保健所課長補佐

　　　　　　　　　　　　　西本香代子氏

8，展示コーナー（12：30～16：10）

・ 府内特定給食施設における災害時の備え

　　　　　　　　　　　大阪府保健所栄養士

・ 大阪産（もん）の紹介

　　　　　　　　　　大阪府環境農林水産部

・見てわかる実践台所防災

　　　　　相愛大学客員教授　坂本　廣子氏　　　【会場の声】

・ 若い仲問に伝えたい1　食と防災　　　　　　　・災害に対する意識についてよく理解できた。

　　　　　相愛大学人間発達学部発達栄養学科　　・災害の支援者になる事で自助の備えができる

・ 関大防災デー「広がれ1みんなの安全・安　　　という言葉が胸に残った。

　心1」の取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　関西大学　　パネルディスカッション

9，当日の打ち合わせについて

　当日の会場設営、受付、後片付け、アンケー

部発達栄養学科の学生が終日ボランティアとし

発達栄養学科主任　宮谷秀一教授による挨拶
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関西大学防災デー「広がれ1みんなの安全・安　　「子育て世代の減災対策」

心！」

【会場の声】　　　　　　　　　　　　　　　　　【会場の声】

　若い人の力は重要だし、貴重なので良い取り　　　家庭での備えの大切さを思い知った。

組みをされていると思う。　　　　　　　　　　　坂本先生の話をもっと聞きたい。

「地域に貢献する口本栄養十会　JDA－DAT」　　　展示コーナー　（12：30～16：20）

　防災グッズ、災害時のレシピ、取り組み事例

等の展示を多くの参加者が熱心に見学されてい

た。

【会場の声】

JDA－DATという組織の活動や訓練の様子が　　見学コーナー

よくわかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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◇兇学コーナー2階運動場
（12：00《・ρ13：00116：10～16：30）

　　災害支援医療緊急車両
　　　　rJDA－DAT河村号」

「見てわかる実践台所防災」坂本廣子氏

【見学者の声】

小型の車に蠕品がコンパ州、／献られて　【見学者の司

おり、細い道路でも入っていける小回りのきく　　　防災用具をもっと増やそうと思った。

車と納得しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「若い仲間に伝えたい1　食と防災」

展示コ＿ナ＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相愛大学人間発達学部発達栄養学科

「府内特定給食施設における災害時の備え」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　1畑’パ難　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　ぎ　

　　　　　　　　外国のものが欝醐鴫，　巴　　　。離　　　　一
雛塁鑑鳴轡灘驚1　蝦　　羅　響・
したい、

↓

■灘騒　【見学者の□
　　。藩　　　璽懸、慰　　　　パンフが参考になった。

　　　　　　　　　　　　　　今の若者は知らないことが多いと思うので、

　　　　　　　　　　　　　良い機会だと思った。
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関大防災デー「広がれ1みんなの安全・安　　〈共助のために取り組んでいこうと思った内容〉

心1」の取り組み　　　　　　　　　　　　　［至閥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・自助をしっかりする（34名）

　　　　　　　閣羅　：㌶巖鷲連携

i一騰・瓢’ 　　　．　・ボラ・テ・アとして1醐したい。
　　　　　　　　　　　　ウタがぐズだゑまぷ　が

【見学者の声】　　　　　　　　　　　　　　　　いく活動に取り組んでいこうと思います。

　参加しやすいと思った。　　　　　　　　　　　・防災の啓発を行政だけでなく地域ぐるみで取

　多くの学生を含めた訓練はすばらしい。　　　　　り組みを推進していきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育など

《アンケート回答》（抜粋）　　　　　　　　　　　・栄養士として備蓄品を活用した栄養バランス

　今回のシンポジウムに対して「参考になっ　　　の良いメニューを広げたい。

た、またはどちらかといえば参考になった』回　　・「災害時のための食」を各地で実施したい。

答が94％と高く評価され、一定の成果を上げ　　・高校生たちにどのような取り組みをさせれば

たと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　よいかを考えさせたい。

感想（自由記述欄より）　　　　　　　　　　　　　・学校教育で防災教育を充実させ、地域に役立

・ 自助、共助の大切さを感じていたが、もっと　　　つ人材を育成する。

　大切と思った。目的意識を共有していくこと　　’保育所や幼稚園でも避難訓練だけではなく自

　が大事と思う。　　　　　　　　　　　　　　　助力UPさせられるトレーニングが必要と感

・ 地域との連携の必要性や大切さを感じた。地　　　じた。

　域で話し合う場、協力できる仲間作り、連携

　の必要性を実感した。　　　　　　　　　　　　〈シンポジウムで取り上げてほしい企画等　要

・ 若い力に期待したい　　　　　　　　　　　　望〉

・2工世紀は一人ひとりが知識を持つことが重　　・意識向上のためにも、シンポジウムは毎年実

　要で、地域啓発の必要性を感じた。　　　　　　　施してほしい。

・ 地域での活動や訓練の様子が大変参考になっ　　・防災クッキングや試食の実施を希望する。

　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ストックできる食材や食品の知識を得たい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・避難生活が長くなる場合の大量調理の方法。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・産官学民が連携して取り組んでいる防災の例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　があれば知りたい。



48

・ 栄養士がこれまでに行った具体的な活動例。　　《広報用のチラシ》

・ 日本と海外ボランティアの違い。　　　　　　　　　、

・ ボラ・テ・ア団体の取り組み事例報缶　　食鷹脇災嶺轍

：㌶露㌶慧たい．　　勤ン鵬携
1’　　挙　　　　。　　　認三’芸　　li

他にも多くの髄なご意見をいただきまし　戯臨⑤蕪灘欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　悔20〔穐功遷竃　　）た。

ご［。1答いただきました参加者の皆様1、お礼申　畷翻繋

し上げます．次鞭以降の参考とさせて、、ただ　魯驚欝殿

きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糖雄窪需懇曇騨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓢譲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　ゆ　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
【シンポジウム実行委員】　　　　　　　　　　　　　鵬畷口
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地縦の踏を駁翻　　　　　。田担　下岨　 願子

相愛大学人間発達学部発達栄養学科

　　水野浮子（副学長）、宮谷秀一（教授）

　　太田美穂（教授）、　多門隆子（教授）

　　竹山育子（准教授）、堀野成代（助手）

　　松井麻侑（助手）

・ 大阪青山大学健康科学部

　　藤原政嘉（教授・（社）大阪栄養士会会長）

・ 大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課

　　大西智美（栄養総括主査）

・ 大阪府茨木保健所課

　　西本香代子（課長補佐）

・大阪府環境農林水産部農政室推進課

　　岩本容子（主査）

・ 農林水産省近畿農政局大阪地域センター

　　黒岩俊彦（総括農林畜産安全管理官）

　　北川治郎右衛門（主任農林畜産安全管理

　　官）

鎚西大●社会安全掌鯵

准翻越山健治　　　　　　　、

　　　　　　　　1　…　畑魁　∪
主　他　　×販雨、■林水置雀近毎良政周大阪ng域センター、相慶大学×頗膏山大学．（公社）大故府栄■士皇

後　担　　債原おおさか21食育維遵企難臥大販府貞生活改善週悟鷺阻会大限市食生活改■抱遵貝協揚舎

協　賛　　大駅四阻橋式会杜．大睡府楚貫子工犠頗自

纈　　紗匂領畑晴｛照ぱ寵魎く媒丁巨L蹴94　351㈹灘弘8　頃欲i－＝センター緒購グループ故X蛤8941口01｜
　　　取日㈹　　ニ　タ　ゆがに　お　が　　　　　ぷぶ　きが　　るゆ　　　ゆサ　　ゆ　　　　　ペ　ロ

　庭亘鰍曝地重亘乞澄麿全…一へ・A・でお申し込み・だ…

恥瓢謬＝縦啓　　況瓢灘旨転酪都ぽσ犀．螂肋・ちが蜘口取・了補い鈷

（文責　総合研究センター長　太田美穂）


